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龍谷大学世界仏教文化研究センター  

2016 年度公開研究会  
2 0 1 7 年 1 月 2 2 日 (日 ） 学 術 講 演 会  

「 華 厳 の 世 界 ― 『 華 厳 経 』 と 南 方 マ ン ダ ラ ― 」 関 連 レ ク チ ャ ー  

 

【 講 義 の ポ イ ン ト 】  
 

 哲 学 ・ 倫 理 学 が 専 門 の 唐 澤 太 輔 氏 に よ る 、 南
み な

方
か た

熊
く ま

楠
ぐ す

( 1 8 6 7 - 1 9 4 1、 博

物 学 者 、民 俗 学 者 )の 生 涯 に 関 す る 講 演 。「知 の 巨 人 」な ど と も 称 さ れ

る 熊 楠 の 「 人 と な り 」 に 関 す る 講 演 が 行 わ れ た 。 難 解 な 「 南 方 マ ン ダ

ラ 」 の 思 想 に つ い て も 図 を 用 い て わ か り や す く 解 説 が な さ れ た 。  

 

 

【 講 義 の 概 要 】  

 

■ 研 究 動 向  

 唐 澤 氏 は 、最 初 に 、鶴 見 和 子 氏 (社 会 学 者 )の『 南 方 熊 楠 ― 地 球 志 向 の

比 較 学 ― 』 ( 1 9 7 8 年 )以 降 、南 方 熊 楠 に 関 す る 研 究 に は 二 つ の 潮 流 が あ

る こ と を 、 武 内 善 信 氏 (日 本 近 代 史 研 究 者 )の 言 葉 を 引 き な が ら 解 説 し

た 。 一 つ は 、 実 証 的 「 熊 楠 研 究 」 で あ り 、 も う 一 つ は 「 熊 楠 論 」 で あ

る 。 前 者 の 代 表 は 、 松 居 竜 五 氏 (比 較 文 化 学 者 )の 『 南 方 熊 楠 ― 一 切 智

の 夢 ― 』 ( 1 9 9 1 年 )で あ り 、 後 者 の 代 表 は 、 中 沢 新 一 氏 (思 想 家 ・ 人 類

学 者 )の 『 森 の バ ロ ッ ク 』 ( 1 9 9 2 年 )で あ る と い う 。 ま た 、 現 在 、 南 方

熊 楠 顕 彰 会 を 中 心 に 、 実 証 的 な 熊 楠 研 究 が 非 常 に 盛 ん に 行 わ れ て い る

こ と が 述 べ ら れ た 。  

 

■ 和 歌 山 ・ 東 京  

 以 上 の 研 究 動 向 を 踏 ま え 、 次 に 、 熊 楠 の 人 生 に つ い て 述 べ ら れ た 。  

 熊 楠 は 、 少 年 期 に 『 和 漢 三 才 図 絵 』 と い う 江 戸 時 代 の 大 百 科 事 典 を

書 き 写 し た と い う 。そ ん な 熊 楠 の 少 年 時 代 の あ だ 名 は「 て ん ぎ ゃ ん (天

狗 )」で あ る 。高 い 鼻 と 鋭 い 眼 光 を 持 ち 、ま た 人 間 に は な い 知 識 と 予 知

 

講 演 名  

  

南 方 熊 楠 と は 何 者 か ？  

 

開 催 日 時  

 

2 0 1 6 年 1 0 月 1 4 日 （ 金 ） 1 3 : 1 5～ 1 4 : 4 5  

場 所  

 

龍 谷 大 学 深 草 学 舍 和 顔 館 ア ク テ ィ ビ テ ィ ホ ー ル  

講 演 者  唐 澤 太 輔  (龍 谷 大 学 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー P D )  

 

司 会  亀 山 隆 彦 （ 龍 谷 大 学 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー R A）  

主 催  

 

龍 谷 大 学 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー  

参 加 人 数  

 

2 6 人  
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能 力 を 備 え て い る 山 中 の 妖 怪 で あ る 天 狗 (て ん ぎ ゃ ん )は 、 ま さ に 熊 楠

に ぴ っ た り の あ だ 名 だ っ た 。  

熊 楠 は 、 東 京 大 学 予 備 門 時 代 、 成 績 不 振 に よ り 落 第 し 、 さ ら に 酷 い

頭 痛 に も 悩 ま さ れ 、 結 局 退 学 を 余 儀 な く さ れ た 。 和 歌 山 に 帰 省 し た 熊

楠 は 、 羽 山 繁 太 郎 ・ 蕃 次 郎 兄 弟 と い う 人 物 た ち と 深 く 交 友 を 結 ん だ 。

二 兄 弟 は 夭 逝 す る が 、 熊 楠 は 、 彼 ら の こ と を 生 涯 忘 れ る こ と は な か っ

た と い う 。  

 

■ ア メ リ カ ・ キ ュ ー バ  

 ア メ リ カ へ 渡 っ た 熊 楠 は 、 立 て 続 け に 二 校 も ド ロ ッ プ ア ウ ト し 、 キ

ュ ー バ へ 生 物 採 集 旅 行 へ と 向 か っ た 。 キ ュ ー バ で は 、 サ ー カ ス 団 員 と

も 親 交 を 持 っ た よ う だ 。 「 キ ュ ー バ 独 立 戦 争 に 参 戦 し て 胸 に 盲 管 銃 創

を 受 け た 」 な ど と い う の は 、 い わ ゆ る 「 熊 楠 伝 説 」 で あ り 、 事 実 で は

な い 。 こ の 他 に も 多 く の 「 熊 楠 伝 説 」 が 残 っ て い る 。 例 え ば 、 ロ ン ド

ン で 大 使 館 に 幽 閉 さ れ て い た 孫 文 を 夜 な 夜 な 忍 び 込 ん で 救 出 し た 」 な

ど で あ る 。 唐 澤 氏 は 「 熊 楠 伝 説 」 が 真 実 の よ う に 語 ら れ て き た の は 、

熊 楠 が そ の よ う な 伝 説 に 相 応 し い 人 物 で あ り 、 そ の よ う な 壮 大 な 「 伝

説 」 も 本 当 か と 思 わ せ て し ま う ほ ど の 人 間 的 魅 力 が あ っ た か ら だ と 述

べ た 。  

 

■ ロ ン ド ン  

 ア メ リ カ に お い て 、熊 楠 の 知 的 好 奇 心 は 満 た さ れ る こ と は な か っ た 。

熊 楠 は 、 当 時 の 学 問 の 中 心 地 で あ っ た ロ ン ド ン へ 渡 る 。 亡 き 父 に 誓 う

よ う に 、熊 楠 は 、日 記 の 見 返 し に「 学 問 と 決 死 す べ し 」と 記 し た 。「東

洋 の 星 座 T h e  C o n s t e l l a t i o n s  o f  t h e  F a r  E a s t」 が 、 科 学 雑 誌 『 ネ イ チ ャ

ー 』 に 掲 載 さ れ 、 大 英 博 物 館 で 書 籍 を 貪 る よ う に 読 み あ さ り 筆 写 し て

い た 熊 楠 で あ っ た が 、 あ る 時 大 き な 事 件 を 起 こ し て し ま う 。 大 英 博 物

館 内 で 、 自 分 を 侮 辱 す る 英 国 人 を 殴 っ て し ま っ た の で あ る 。 熊 楠 は 、

平 等 で あ る は ず の 学 問 の 場 で 、 ア ジ ア 人 と い う こ と だ け で 侮 辱 を 受 け

る こ と だ け は ど う し て も 我 慢 な ら な か っ た の で あ る 。 結 局 、 熊 楠 は 、

大 英 博 物 館 を 追 放 さ れ た 。 日 本 か ら の 仕 送 り も 滞 り が ち に な っ た 熊 楠

は 困 窮 し 、 遂 に 1 9 0 0 年 9 月 、 帰 国 す る 。  

 

■ 那 智  

 帰 国 し た 熊 楠 は 、 那 智 山 に 隠
い ん

栖
せ い

し た 。 こ の 時 期 、 熊 楠 は 、 真 言 僧 ・

土 宜 法 龍 ( 1 8 5 4 - 1 9 2 3 年 )宛 書 簡 に 、 後 に 「 南 方 マ ン ダ ラ 」 と 呼 ば れ る

よ う に な る 図 を 書 き 表 し た 。 唐 澤 氏 に よ る と 、 こ の 図 は 、 極 め て 思 想

性 が 高 く 、ま た 華 厳 思 想 の 影 響 を 受 け て い る と い う 。「 南 方 マ ン ダ ラ 」

の 主 要 素 は「 心 不 思 議 」 (心 理 学 の 研 究 領 域 )「 物 不 思 議 」 (物 理 学 な ど

の 研 究 領 域 )「 事 不 思 議 」 (心 と 物 と が 交 わ る 領 域 )「 理 不 思 議 」 (自 己

と 他 者 、 現 実 世 界 と 根 源 的 な 場 と の 通 路 )「 大 不 思 議 」 (全 て を 包 み こ

む 場 )で あ る と い う 。  

 熊 楠 の 頭 脳 は 、那 智 隠 栖 期 に「 灼 然 と 上 進 し 」た 。「灼 然 」と は「 輝

く さ ま 」を 表 し 、ま さ に そ れ は 熊 楠 に と っ て「 星 の 時 間 」(中 沢 新 一『 熊

楠 の 星 の 時 間 』 2 0 1 6 年 講 談 社 )で あ っ た 。  

 

■ 田 辺  

 約 三 年 に 及 ぶ 那 智 隠 栖 期 を 経 て 、 熊 楠 は 田 辺 に 定 住 す る 。 そ し て 神

社 合 祀 反 対 運 動 に 全 精 力 を 注 ぐ こ と に な る 。 熊 楠 は 、 自 然 の 風 景 ・ 生

態 系 は 曼 陀 羅 の よ う に 複 雑 に 絡 み 合 っ て で き て お り 、 ひ と 時 の 利 益 の
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た め に そ れ を 破 壊 し て は な ら な い と 強 く 主 張 し た 。 そ し て 「 エ コ ロ ジ

ー 」 と い う 言 葉 を 用 い 、 神 社 合 祀 の 中 止 を 訴 え た 。  

 熊 楠 は 、 柳 田 國 男 ( 1 8 7 5 - 1 9 6 2 年 )と 民 俗 学 研 究 で 活 発 に 書 簡 の や り

取 り を 行 っ た が 、 結 局 「 性 」 に 対 す る 認 識 の 違 い な ど か ら 、 二 人 は 決

裂 し て し ま っ た と い う 。  

 粘 菌 研 究 に お い て は 、熊 楠 は 生 き た 柿 の 木 か ら 新 種「 ミ ナ カ テ ル ラ・

ロ ン ギ フ ィ ラ (南 方 の 長 い 糸 )」 を 発 見 し て い る 。 当 時 は 、 粘 菌 は 朽 木

に 生 息 す る と い う の が「 常 識 」で あ っ た 。つ ま り 熊 楠 は 、そ の「 常 識 」

を 覆 し た の で あ る 。  

 熊 楠 の 民 俗 学 上 に お け る 論 考 は 多 々 あ る が 、 そ の 多 く は 、 自 由 闊 達

と も 言 え る し 、 ま と ま り が な い と も 言 え る も の ば か り で あ る 。 ま た 各

論 考 は 、 中 途 半 端 に 終 了 し て し ま っ て い る こ と が 多 い 。 し か し 、 そ れ

が ま さ に 「 南 方 熊 楠 」 な の で あ る 。  

 

■ 晩 年  

 熊 楠 の 人 生 に お け る「 ハ レ の 日 」 は 、 1 9 2 9 年 6 月 1 日 の 昭 和 天 皇 へ

の ご 進 講 で あ っ た 。 そ の 日 、 熊 楠 邸 の 庭 に は 紫 色 の オ ウ チ の 花 が 咲 き

誇 っ て い た と い う 。 熊 楠 は 亡 く な る 直 前 、 天 井 に 紫 色 の 花 の 幻 覚 を み

た 。 熊 楠 の 死 後 、 彼 の 脳 髄 は 解 剖 さ れ 大 阪 大 学 医 学 部 に 保 存 さ れ る こ

と に な っ た 。  
 

 

【 ま と め 】  

 
 極 め て 多 岐 に 渡 っ て 活 躍 し た 南 方 熊 楠 の 人 生 は 、「普 通 」や「 常 識 」

と い う 言 葉 が ま っ た く 似 合 わ な い 。何 者 か を 一 言 で 語 る こ と は 難 し い 。

柳 田 は 熊 楠 を 評 し て「 日 本 人 の 可 能 性 の 極 限 」と 言 っ た 。こ の 言 葉 は 、

第 二 次 世 界 大 戦 に 敗 戦 し た 日 本 が こ れ か ら ど の よ う に 生 き 延 び て い く

か と い う 時 期 に 述 べ ら れ た も の で あ る 。最 近 よ く 言 わ れ る よ う に 、3 . 1 1

を 「 第 二 の 敗 戦 」 (田 原 総 一 郎 )だ と す る な ら ば 、 我 々 は 今 こ そ 、 「 日

本 人 の 可 能 性 の 極 限 」 と は 何 か を 、 熊 楠 の 人 生 と 思 想 を 通 じ て 、 も う

一 度 考 え る べ き で は な い だ ろ う か 。  

 

 

【 文 責 】 龍 谷 大 学 世 界 仏 教 文 化 研 究 セ ン タ ー P D  金 澤 豊  


